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-､ 斗̀ 丁

沖靴7)ように台風嘗D多､い所で射乍物D早生性が品種

改良上の_rE費な条件となるO 従って晩生･'の優良な性質

と栽培上有利な早f1-:を併有する新品種の笥伐が重嬰であ

る｡早生D品種を-A)了の鴇に,晩生種を他ノjの規に選ん

だときには､何らかの方法で開花期を促進し､または抑

1㍍1Jして日射■ヒ期を一致させねばならないo

開 花 期 の 調 節

1)は種期による調節 IT中65号は感温 ･感光性とも

に鈍感なため､播種期をおくらすとそれに従って出穂も

おくれるので15日二おきに4-5担腰縄すると､片Jjの規の

出穂期と合わせることができる｡しかし稲品健の全部が

このような性質を持つものではなV,｡例を挙げると､野

口氏が水稲 (愛国)の播種期の早晩と出穂期D関係を調

査した結果では､播種期を 2カ月遅らせても出穂期D遅

れ//i:7-3日に過 ぎなかった (第 1表)｡ 従って本法

は早くLiの品種には適用出来るが､中､晩生晶健には不日丁

能｡

箭llX 愛組の播健期と出漁期D関係 (野口)

播 種 期 4月 1日 5月 1日 5月27口

.lL'.細別f7期 8日23口 8月31日 9月 1日

2)株出法 女二qJLようと思う両品種を同畔に備種し

a--.育させ､早生品種を生育の途中で保刈し､株出しさせ

る (出穂かおくれる)っ

3)遇光性の応用 旭物D開花は昼夜の克短と備寒な

関係かあるo植物が昼夜D長さによって花井D分化を起

す反 Lt(腔をもとにして､短E]･L生植物､長日件植物と中間

性旭物D3群に分けてV,るOすなわち'JL5,-日性植物 よある

時期に人糊付T'L:･｡i日操(乍を行なうことによって開花が促

進され､長円操作･:で開花が抑制される｡兵創生旭断まを

のJx一対D硯泉を示し､中間性の植物7)開化は尽夜の辰規

とは無関係で､口艮効果を示さない｡

稲は短日植物で踊日処理を行なうとLl_‖漕力促進される

75:･.その促進か程度は早生では少なく､せいぜい 1週間

偉であるか晩特称では4C-3CHjも促進できるoまた押紙
の自然環塙でと｢腰不 .用巨な南ノj稲でも同処用をTi･なうと

年に3rBl糾又かくLL!.来る｡/I(ilTil′こ長｢l処昭を行なうと出

穂が遅れるか早生:ま比校的鈍感で晩ffl.1ま倣感である｡

短日処理法 所定D峠:1帥白物'Aiを蕪/1Jで子岩Lうか､ある

V､は木製D暗指/こ入れY)(p-Fl-'･真1)-夏期御調LセLJliて

植物体を入れてあくと､高温のため健吉を受け'7'から､

できろだけ換気をよくし,｢.,'bt,L孟多湿を防ぐ｡遺rii.1)r･(ff

静岡県)に■′よ嘩憶的な短日処確勉没があるっ

長日処理法 光度:よp;j～素司化f竹田乙は小 卜分な弱光でも

謹つかえないO一･股には牌物体L.1mの高さから 100W

の竃燈を数凧卓ずればよく (//別から三!･--2朝史で､これを,

妬他紙返えす)､棟桁:,よ始口供に比L的甲であ7J o
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第 2表 短 日処理決定表 (偏家)

Y 3 5 7 9 ll 13 15 17 19 2 1 23 2 5 27 23 31 33 3 5 37 39 4 1

x 25 31 34 37 40 42 44 45 47 49 51 52 53 55 5 7 59 60 6 3 65 67

Y-････自然出穂に比し､出徳を促進させようとする日数o

x ･･.短日開始期が自然出穂に先立つべき日数｡

処理時間 8時間｡

過光性を両規の開花期D調節に直接応用するときに

は､短日または長日操(官の開始時期とその処理期間を予

め知る必蟹があるO猫額氏 (1931)は稲品種の短日操作

開始期と継続日数算定の方法を研究し､ Robertsonの

公式によって表わしたC同氏はその実験結果から第 2表

の値を誘導した｡

例えば自然出穂日が7月12EIの品種を短日法で15日出

棺をはやめようとするには y-15に相当する Xの値を求

めればよvlo44日前となるOすなわち5月29日から矩日

処理をはじめればよいし.吏た行E7処甥の継続期間は25口

付で [･卦O

出穂を遅らせる場合､同氏の研究によると出穂期の40

日以前の照明は出穂に影響しないとV,ラ

照明操作の期間は次式で求められる｡

y-2913-079x

例えば7月12日に自然出穂する品硬を18日遅らせよう

写真2 (左 ) 同時に
開花 したえい花のみを

残 し他 は全部切除

写真3 (早 ) 切えい
し除雄 したところ

写真4 (右 ) えい花

の上部 を切 り開花を促

す

とする場合は上式の値に18を代人し､xの値を求めると

Ⅹ-141となるo従って7月12日より約14日前史で､す

なわち6月28日まで､照明を継続し､以後自然状贋に移

せば大体予定日7月30日頃tH.穂する｡

花 の構 造 と開花 習性

稲の花は複総状花序で穂先が止韮D斐偶から仙臼け る

と順次開花をはじめるO穂全体としては穂先から下へと

開花してV,くが､枝故別にみると､第 1次枝櫨､第2次

枝梗においても共に先端に石生するえい花が最も早く開

花し､ついで基部に蒲生するえい花がLLらき､以後逐次

上方へ移行し､先端から2番目のものが最も遅れて開花

する. (写画2は同時に開花したえい了Eのみを姓し他は

総て-サミで切除した.同写卓から枝使 ヒでの開花順序

がうかがえるでしょう｡)
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写真5 (上) 1穂の交配が終ると

袋をかける

写真6 (申) はい礼の発育状況(初

えい法で除雄交配後 10日日 )

写真7 (右 ) 恒温槽で除雄してい

るところ (湯温は43oC)

1稽全体は普通7日で

開花を終える｡開花は午

前8時にはじまり午後3時

頃終わるが､品種差もあ

る｡開花時刻はその日の

気象状態によっても異な

り夏季で晴天の日には開

花時刻が早まり､曇天､

雨天のときは午後になっ

て開花するときもある｡

また高温のときは早く､

低温では遅く開花する｡

開花から開花にいたる所

要時間は環境によって著

しく異なるが普通は90分

内外である｡

花糸の伸長につV,て盛

永民 (1944)によると開

花数時間前には､やくは

えいの中間に位置し､柱

頭はやくの下端とほぼ同

位置か､あるV,はやや低

目であるが､闘えV,直前

に花糸が伸長し､やくの

先端はえいの項部に達し

下端はえいの中央もしく

はそれよりも上に達し､

開えいと共にTE糸が急速

に伸びてやくがえV,外に

飛び出す｡ このときはす

でに授粉が終わってV､る

柱頭が受精能力を有す

る期間は他のイネ科作物

に比して極めて短かく､

約3日である｡花粉は更

に短命でやくの裂開後5

分で機能を失う｡

(4)

交 配

稲の花粉および糧頭は気温や湿度に対して敏感である

から交配はガラス室内で行なわれる｡母本は予めポット

栽培を行なうか､あるV,はLIET.穂1週間前までに鉢上げし

てあ く.

1)切えい法による交配 交配前 日の午後に出穂後

2- 3日の穂を母本に選び､韮鞘よりていねいに横-引

き出し､翌朝開花予定のえV,花を1穂につき10-15個の

こし､他は全部切除する｡除雄するにはまず左手で穂を

もち､小鉄でえV,の上部3分の1をえV,軸に直角に切除

するか､または内えV,をできるだけ多く残すようにして

外えV'の方から斜に切上げる (写確3参照)o後者の方

が作業も楽で内えいの傷みも少なく子房の発育もよいO

いずれにしても作業に支障のない限 り切えい部分を最

少限にすることo除雄は上部のえV,花か ら順々に行な

うOまず ピンゼノトをえい花の縦軸にそって挿入しゃ

くの上部を軽くはさんで摘取る｡この際柱頭 を傷めな

V'よう留意し､6個のやくを数えながら板去るol個で

もJ#すと自家受精し､1椎全体が失敗に終わることがあ

る｡険雄後は穂を元通りに韮鞘内に納め袋(セロノ､ン紙)

をかける｡この際止聖を折り曲げて袋の中へ入れると､

支柱の役目を果すと同時に乾燥を防ぐ｡袋かけ後小柳 兵

務器で潔をかけておくとよvlo

授粉は除雄の翌朝午前9-10時頂がよvl.まず父槽を

糖首から10-20cm ぐらV,下の所で切収り､水を入れた

ぴんに立て､交配室-運ぶ｡写兵｣のようにえvIJ)唯磯

を切除すると､その刺げきで数分後にはやく那飛び化し

てくる｡棺をかるくなでるだけでも開花が早まる｡父穂



のやくがえV,外-飛びLY.す頃合V,を見計らって､母穂の

袋をとり､裂開したやくを1-2個えV,の巾へ入れるか

あるV'は切口にやくをかるくなすりつけて柱頭上へ花

粉をふりかける.花粉がよく成熟してjl引放してV,る喝合

は母穂上で父棺を軽く打つだけでもよいO 予め袋には

交配組合わせ､月日虫よび交配者rJを記入しておき､

授粉後節ちにこの袋をかける (JT:jfi･5)o袋には小型噴

茅器で霧をふきかけてお く｡授粉後5rl酌､成功の有無

を調べる｡内えいにそってはい乳が伸びておれば成功し

た,17E乙である (J宇貞6)o 焚敗にあわったときは､交 配
に手おちがなかったかよくぎん味し印旺交附する.

2)温湯陰雄法による交配 めしべとおしべの温度に

対する搬杭性の差を利用し､柾頑の機能をそこなうこと

なく､花粉DみをZ/E減させる方法である｡近虚根巳 (磨

業及閲芸 :14(1))によると､Wiは43nCの温湯に7-8

分間EZTJl㌻るのが巌も効湖勺で､44oCでは5-6分,42oC

では､13-15分がよいo畑n処二印でIIJ,維促進ti:行なった

槻合は､析D'6器1†の紺 出が多少おとろえるので､この

場合には43oCでは5分､42oCでは7分位が適当｡また処

理温度が高く長すぎると鱗被の概能をそんじ､悶えV,不

良または不能となる｡

所定の水温で除雄するには恒温槽の利用が便利である

が､魔法びんの中に温度計を入れて除雄することもでき

る｡

晩雄法は開花直前の母穂を温湯中に入れ (写真 7)

所定時間経過後ひき上げるOえい花は温湯に浸班中か､

あるV,は仏き上げ後まもなく開花する. 開花したえV,

花のみを残し､他は総て切除し､切えい法と同じ方法で

授粉する｡ (写真2)

なお仲純に栽培されている水稲品種は切えV,法で交配

されたものである｡温湯除雄法で交配されたものはなV,

温湯除雄法は切えV,法に比べると､比瀕的簡単に多数

の除精が同時に出来ること､交配成功歩合が高く､かつ

1回の交配で多数の種が得られること､交配種子が不整

形にならないため発芽歩合ならびにその後の生育がよV,

ことなどの利点があるO (新 城 長 有)

ハ エをな く
沖組では高配多Nrv.D雷がやって火ろと同時に-工がぐ

っとll.YIえて火ます0ll-エ寸とV,うとなにか鳳.流ごとみ

たV,で､111Jj俳人は､｢やれうつな､ノ､工が手を,すろ足

をする｣等ととてものんびりとした気分を味わってV,た

ようですが､よくよく調べてみるとそうのんきに構えて

もV,られません｡

-工の体表の菌数を計算した成緋をみると､ 414匹の

-工の平均細菌数は何と1∠5万であり､Tl各一･LJt;では55-

60万であった｡そしてこれ等の細菌の中には色 な々伝染

病や食中毒を発生させるおそろしV,病原蘭もたくさん混

ってV,るのです｡この様に小さな魔物がぶんぶん飛び凶

る中ではそれこそ油断大敵でゆっくり生柄を楽しむ事

がLLti来ません.そこで今月は ｢--のV,なV,生清｣を沖

純でも実現し健康的でしかも衛埠的なすがすがしV,夏を

しま Lよ う
送る為に､-工について調べてみたV,と,rJ31V,ます｡

-工の生接をよく知ること:-工にはイエバェ､オオ

イエバェ､ヒメイエバェ､シマイエバェ､サシバェ､ギ

ソバェ､クロバェ等がありますが､私達の食物や､ごみ

だめの周囲を飛び凹ってV,るのは主としてイエバェとギ

ソバェです｡イエバェは､卵→幼虫 (ウジ)→サナギ

ぅ成虫の四段階にわたる発育過程をもち発育に最も適

した温度は30-35oCです.イエバェの成虫は1回に

1001200個の卵をうみ､一生の間に卵を5-6回もう

みます｡日夏の温度では卵は半日から1日でウジとな

り汚物を食物として4日位でサナギとなります｡ この

サナギは4-5日もすれば羽化して成虫となるのですから

-工の発育は9-10日で終えてしまV,､成虫の一生は平
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